
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 草津栗東防犯自治会  ℡０７７－５５１－０１０９ ● 草津警察署  ℡０７７－５６３－０１１０ 

厚生労働省や金融庁が個人情報や口座番号を聞き出すことはありません！絶

対に答えないでください！ 

メールや SMS（ショートメッセージ）に記載された URL をクリック、電話

番号へ連絡してしまうと、個人情報を騙し取られる可能性があります！ 

コロナウイルスの除去を騙り、自宅を訪問しようとします！根拠のない話に

は絶対に耳を貸さないでください！ 

◆個人情報や口座番号、暗証番号を教えない！ 

◆身に覚えのないメールや SMSに記載されたURLにアクセスしないこと！ 

◆少しでも怪しい･おかしいと思ったら知人、家族や最寄りの警察署、消費生

活センターに相談する！ 

●草津警察署（077-563-0110）または最寄りの交番、駐在所 

●警察総合相談電話「♯9110番」 

●滋賀県の消費生活センター、または草津市･栗東市の消費生活相談窓口 

草津市役所（077-561-2353）、栗東市役所（077-551-0115） 

または（消費者ホットライン 188番） 

メールで「国民の皆様に一律 10万円の支給が決

定しましたが、コロナウイルスの影響で役所などに

人が殺到することが懸念されます。そこで各携帯電

話会社から支給することになりました。受け取りは

次のURLをクリックしてください」 

 

 

URL をクリックすると…住所や口座番号、暗証

番号などを抜き取られる恐れがあります。 

 

 

 

電話で厚生労働省をかたり「10万円支給に関

するアンケートです」「貯金はありますか」など

といった詐欺の予兆電話がかかってきました。 

 

 

こうした電話は、詐欺の犯人が自宅を訪問し、

キャッシュカードを騙し取り、暗証番号を聞き

出すことが目的です。 



 

 
個人や地域のちょっとした心がけや取り組みが、犯罪の機会をなくし、安全で安心な

まちづくりにつながります。みなさんも出来ることから取り組みましょう！ 

 

 

            

少しの外出や、一時的に乗り 

物をとめる時も、必ず鍵をかけ 

るくせをつけましょう。 

 

 

 

高齢者や子どもが犯罪に巻き 

込まれないように、地域のみん 

なで普段から気にかけましょう。 

 

       

 

地域の人達による安全パトロ 

ールの実施や犯罪にあわない地 

域作りの取組みをしましょう。 

 

       

  

日頃からあいさつなど積極的 

に声をかけましょう。 

 このところ、様々な職種や年代による覚醒剤や大麻に関連するニュー

スが後を絶ちません。 

令和元年中、県内での薬物事犯の検挙人員は 128人で、前年よりも

20人減少しました。 

これまで覚醒剤事犯が全体の大半を占めていましたが、平成 26年か

ら大麻事犯が年々増加し、令和元年中には、4割を超え覚醒剤事犯に迫

る勢いとなりました。 

覚醒剤事犯の特徴は 

・働き盛りの 30代と 40代だけで全体の約７割を占めている     

・全体の約７割を過去に覚醒剤で検挙されたことのある者が占めてお

り、再犯性が高い 

大麻事犯の特徴としては 

・若年層の 10代から 30代前半だけで全体の約 9割近くを占めている 

等が挙げられます。 

覚醒剤をはじめとする違法薬物と暴力団との繋がりは依然として根強

く、その密売が、暴力団の大きな資金源となっていることは言うまでも

ありません。薬物乱用者の多くは、ほんの少しの好奇心から安易に使い

始めたものが、薬物が持つ強い依存性によって、自分の意思ではやめら

れなくなってしまいます。その末には、薬物に魂を奪い取られて自分を

見失い、事故や他の犯罪に手を染め、自分や家族、友人や第三者を傷付

けることになってしまうのです。 

薬物には絶対に手を出さないようにしましょう。  

◆ 薬物に関する情報・相談等の連絡先 ◆ 

 ○ 最寄りの警察署、もしくは滋賀県警察本部     

（組織犯罪対策課）℡ 077-522-1231 

          

【主な犯罪発生件数】 

・空き巣等 ･････ ３件  

・ひったくり ･･･ 0件 

・自転車盗 ････ ２１件  

(うち施錠なし･･１４件) 

・万引き   ･････  ９件 

・自販機ねらい ･･ ０件 

・車上ねらい  ･･･ ２件  

・オートバイ盗･･･ ３件 

・器物損壊  ･････ ３件  

・置き引き  ･････ ４件 

 


